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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第103期

第２四半期連結
累計期間

第104期
第２四半期連結
累計期間

第103期
第２四半期連結
会計期間

第104期
第２四半期連結
会計期間

第103期

会計期間

自平成20年
４月１日
至平成20年
９月30日

自平成21年
４月１日
至平成21年
９月30日

自平成20年
７月１日
至平成20年
９月30日

自平成21年
７月１日
至平成21年
９月30日

自平成20年
４月１日
至平成21年
３月31日

営業収益（百万円） 6,235 5,887 3,246 2,973 12,310

経常利益（百万円） 361 440 180 230 457

四半期（当期）純利益（百万円） 134 316 18 126 195

純資産額（百万円） － － 3,234 3,608 3,196

総資産額（百万円） － － 16,683 15,909 17,058

１株当たり純資産額（円） － － 135.82 153.07 134.61

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
6.75 15.88 0.95 6.36 9.82

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）

    

－

    

    

－

    

    

－

    

    

－

    

－

自己資本比率（％） － － 16.2 19.2 15.7

営業活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
645 744 － － 1,510

投資活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△155 △394 － － △498

財務活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△569 △1,285 － － △224

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（百万円）
－ － 1,665 1,595 2,531

従業員数（人） － － 1,071 1,101 1,074

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。        

　２．営業収益には、消費税等は含まれておりません。

　３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。
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２【事業の内容】

　　　当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な変

更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

 

３【関係会社の状況】

　当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

 

４【従業員の状況】

（1）連結会社の状況

 平成21年９月30日現在

従業員数（人） 1,101(449)　

　（注）　従業員数は就業人員（当社グループからグループ外部への出向者は除き、グループ外からの出向者を含む。）で

あり、臨時雇用者数は当第２四半期連結会計期間の平均人員を（　）外数で記載しております。　　　　

 

（2）提出会社の状況

 平成21年９月30日現在

従業員数（人） 103 (89)

　（注）　従業員数は就業人員（当社から社外への出向者は除き、社外からの出向者を含む。）であり、臨時雇用者数は当第

２四半期会計期間の平均人員を（　）外数で記載しております。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

　当社グループのサービス・販売等は、必ずしも一様ではないため、事業の種類別セグメントごとに金額あるいは数量

での記載は行っておりません。

　そのため生産、受注及び販売の状況については、「４．財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析」

における各事業の種類別セグメント業績に関連付けて記載しております。

 

２【事業等のリスク】

当第２四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。 

  

３【経営上の重要な契約等】

　該当事項はありません。

 

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1）業績の状況

　当第２四半期連結会計期間におけるわが国経済は、昨年来の世界的な金融市場の混乱による影響が残るなか、景

気の後退には一部下げ止まりの動きが見られるものの、企業業績の不振による雇用不安や個人所得の減少に対す

る懸念が続いており、依然として当社グループを取り巻く経営環境は厳しい状況で推移いたしました。　   　　　　　

　　　　　　　　　　　　  この結果、当第２四半期連結会計期間の当社グループの営業収益は2,973百万円（前年同期比272

百万円、8.4％減）となり、営業利益は259百万円（前年同期比58百万円、28.9％増）となりました。これに営業外

収益および営業外費用を加減した経常利益は230百万円（前年同期比49百万円、27.6％増）となり、特別利益およ

び特別損失ならびに法人税等を控除した四半期純利益は126百万円（前年同期比107百万円、568.5％増）となり

ました。　

　事業の種類別セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

　　なお、金額は消費税抜きで記載しております。

 

   　 ①　運輸業

　　　　　運輸業におきましては、鉄軌道事業では、嵐電天神川駅開業以降、他社線との鉄道ネットワーク拡充により、

　　　　引き続き嵐電天神川駅経由のルートに変更されるお客様が見られましたが、叡山ケーブル・ロープウェイを含め

　　　　た鉄軌道事業全般に、景気後退やゴールデンウィークの天候不順、さらには新型インフルエンザの発生などの影

　　　　響もあり、特に第１四半期は、前年同期に比べ大幅な減収となりました。このようななか、恒例の「夜桜電車」

　　　　「西陣織桜電車」、妖怪キャラクターをラッピングした「化け電（ばけでん）」、妖怪に扮したお客様を乗せた

　　　　「妖怪電車」などの企画電車を運行したほか、好評の「京都地下鉄・嵐電１dayチケット」、「京都嵐山・びわ　

　　　　湖大津１dayチケット」などの企画乗車券を引き続き発売し、利用促進ならびに増収に努めました。

　　　 バス事業におきましては、京都バス㈱は、新型インフルエンザの国内感染の広がりとともに入洛観光客が大

　　 幅に減少し、乗合バス、貸切バスともに旅客が減少するなか、京都嵐山観光の足として嵐山周遊シャトルバスの

　　 運行による増収や、環境対策、高齢者に対するバリアフリーを積極的に継続しました。また、京福バス㈱は、路　　

　　 線バス事業では、引き続き自治体や地域と連携し新規契約輸送の拡大に努め、高速バス事業においては、ＪＲ福　　

　　 井駅東口広場での「バスチケットセンター」による各種バス乗車券を積極的に販売し、バスの路線案内に限らず

     県内観光案内も行う“コンシェルジュ”を配置して好評を得ています。

       タクシー事業におきましては、引き続き乗客の減少が著しく、福井地域においては、運賃値下げを申請する事

        業者が現れるなど、業界の足並みが乱れ、徹底した費用削減に努めたにもかかわらず、非常に厳しい状況が続き

        ました。　

　

　以上の結果、運輸業の営業収益は1,884百万円となり、前年同期に比べ183百万円（8.9％）の減収となり、営業利

益は63百万円と、前年同期に比べ14百万円（30.8％）の増益となりました。
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（鉄軌道事業の運輸成績）

種別　　 単位
当第２四半期
連結会計期間　　 　

（21.７.１～21.９.30）　対前年同期増減率（％）

営業日数 日 92     0.0

営業キロ程 キロ 12.8     0.0

車両走行キロ 千キロ 241     0.6

輸送人員

定期 千人 477     △1.3

定期外 〃 1,255     △2.3

計 〃 1,733     △2.0

旅客運輸収入

定期 百万円 47     △2.4

定期外 〃 237     △2.2

計 〃 285     △2.2

運輸雑収 〃 19     0.8

運輸収入合計 〃 305     △2.0

乗車効率 ％ 31.4     △3.1

 

（業種別営業成績）

種別

　
当第２四半期連結会計期間
（21.７.１～21.９.30）

　
営業収益 　対前年同四半期増減率

 百万円 ％　

鉄 軌 道 事 業 305 △2.0

バ  ス  事  業 1,260 △9.6

タ ク シー事業 325 △12.2

消       去 △7 －

計 1,884 △8.9
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②　不動産業

　　不動産業におきましては、不動産分譲業において、㈱京福コミュニティサービスが福井県坂井市において、　

　温泉付分譲宅地「みくにグリーンヒルズ」を引き続き積極的に販売活動を継続するとともに、新たに「はるえ西

　太郎丸」宅地の造成に着手しました。不動産賃貸事業においては、京都地区の「嵐山駅はんなり・ほっこりスク

　エア」では、新型インフルエンザ発生により売上高が減少するなか、臨時売店の積極的な出店誘致やオリジナル

　商品の販売、各種イベントの開催に加え、夏の新たなイベント「ＲＡＮＤＥＮ ＥＫＩ－ＢＥＥＲ（ランデン エ

　キビア） 2009」の営業を行いました。また福井地区において、坂井市三国（えちぜん鉄道三国駅前）におい

　て、本年７月にコンビニエンスストアを建設し、新たに不動産賃貸を開始しました。三国競艇場では、引き続き

　積極的な営業対策に取り組む一方で、昨年10月に開設した独立型外向舟券発売所の新しい機能を活かしたナイタ

　ー営業の開催により場外発売日の増加に努めました。

　以上の結果、不動産業の営業収益は588百万円となり、前年同期に比べ221百万円（27.4％）の減収となり、営業

利益は105百万円と、前年同期に比べ５百万円（4.6％）の減益となりました。

（業種別営業成績）

種別

　
当第２四半期連結会計期間
（21.７.１～21.９.30）

　
営業収益 対前年同四半期増減率

 百万円 ％　

不 動 産 賃 貸 業 890 2.8

不 動 産 分 譲 業 － －

消　　     　去 △302 －

計 588 △27.4

③　レジャー・サービス業

　レジャー・サービス業におきましては、本年５月に開園50周年を迎えた越前松島水族館では、先にオープンした

「新イルカショープール」に引き続き、７月には大型水槽「海洋館」がオープンし、斬新なアイデアと演出によ

る展示がマスコミにも広く報道され、各方面から予想を大きく上回るお客様にご来館いただきました。飲食業で

は、景気悪化による需要減退のなか増収になるとともに、ホテル事業では、結婚式の受注が増加しました。また、物

販事業では、本年３月にJR二条駅構内にオープンしたフラーワーショップ「ＢＯＯＭ（ボーン）」に続き本年８

月には、兵庫県養父市関宮温泉「万灯（まんど）の湯」の営業を開始しました。

　以上の結果、レジャー・サービス業の営業収益は675百万円となり、前年同期に比べ49百万円（8.0％）の増収と

なり、営業利益は88百万円と、前年同期に比べ50百万円（133.8％）の増益となりました。

　

　（業種別営業成績）

種別

　
当第２四半期連結会計期間
（21.７.１～21.９.30）

　
営業収益 対前年同四半期増減率

 百万円 ％　

ホテル業・水族館業 439 35.3

飲　 　食 　 　業 61 9.6

物販業・自動車整備業 131 △34.4

旅行業・広告代理店業 58 5.8

そ　　　の　　 　他 13 △13.6

消         去 △30 －

計 675 8.0
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(2）キャッシュ・フローの状況

　

　　現金及び現金同等物の当第２四半期連結会計期間末残高は1,595百万円となり、第１四半期連結会計期間末に比べ

722百万円減少しました。

　　営業活動によるキャッシュ・フローは税金等調整前四半期純利益230百万円や減価償却費209百万円などにより217

百万円の収入となり、前年同四半期に比べ30百万円の収入の減少となりました。

　　投資活動によるキャッシュ・フローは有形固定資産の取得により169百万円を支出したことなどにより170百万円

の支出となり、前年同四半期に比べ135百万円の支出の増加となりました。

　　財務活動によるキャッシュ・フローは社債の償還などにより770百万円の支出となり、前年同四半期に比べ849百　　

万円の支出の増加となりました。

　　　 

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(4）研究開発活動

　　　　該当事項はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に異動はありません。

 

(2）設備の新設、除却等の計画

当第２四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末において計画中であった重要な設備の拡充、改修

について完了したものおよび変更したものは、次のとおりであります。

①　運輸業については、鉄軌道事業では当社北野線全線において、単線踏切制御連器改良工事を行い安全対策に努　

　めました。また、当社嵐山線での重軌条改良工事について設備の変更に伴い、当初の12百万円から132百万円へ　

　変更しました。

　　バス事業については、サービス向上による設備新設として、ＪＲ福井駅東口に「バスチケットセンター」を設

　立しました。タクシー各社においても車両購入など行いました。

　　以上の結果、運輸業は43百万円の設備投資を行いました。

　　

②　不動産業については、当社において福井市北本町にファミリーマートを新築し、増収およびサービス向上に努

　めました。

　　以上の結果、不動産業は41百万円の設備投資を行いました。

　

③　レジャー・サービス業については、越前松島水族館で平成21年7月にオープンした大型水槽「海洋館」など、　　

　設備の拡充、増収、サービス向上を図る投資を行いました。

　　以上の結果、186百万円の設備投資を行いました。　　

　

　また、当第２四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等の計画はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 80,000,000

計 80,000,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成21年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成21年11月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 20,000,000　 20,000,000
大阪証券取引所

市場第二部

　単元株式数

　1,000株　

計 20,000,000 20,000,000 － －

　

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

　

（３）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高
（株）

資本金増減額
　
（百万円）

 資本金残高
　
（百万円）

資本準備金増
減額
（百万円）

資本準備金残
高
（百万円）

　平成21年７月１日～ 　 　 　 　 　 　

　平成21年９月30日 ― 20,000,000 ― 1,000 ― 270
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（５）【大株主の状況】

 平成21年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

京阪電気鉄道株式会社 大阪市中央区大手前１丁目７番31号　 8,579 42.89

財務大臣　 さいたま市中央区新都心１－１　 1,627 8.13

日本生命保険相互会社　 東京都千代田区丸の内１丁目６番６号　 1,333 6.66

株式会社京三製作所　 横浜市鶴見区平安町２丁目29－１　 330 1.65

中央三井信託銀行株式会社

（常任代理人　日本トラスティ・

サービス信託銀行株式会社）　

東京都港区芝三丁目33番１号

（東京都中央区晴海１丁目８番11号）

　

200 1.00

東京海上日動火災保険株式会社 東京都千代田区丸の内１丁目２番１号　 174 0.87

株式会社中井製作所　 岡山市中区江崎448－５　 136 0.68

中井敏夫　 岡山市東区　 127 0.63

吉田澄子　 福井県吉田郡永平寺町　 123 0.61

株式会社北陸銀行　 富山県富山市堤町通り１丁目２－26　 112 0.56

計 － 12,742 63.71
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成21年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　  53,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　19,714,000 19,714 －

単元未満株式
普通株式   　233,000　

　
－ －

発行済株式総数 20,000,000 － －

総株主の議決権 － 19,714 －

　 

②【自己株式等】

 平成21年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

京福電気鉄道株式会社
京都市中京区壬生賀

陽御所町３番地の20
53,000 － 53,000 0.26

計  ― 53,000 － 53,000 0.26

 

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成21年
４月

５月 ６月 ７月 ８月 ９月

最高（円） 154 144 151 151 152 145

最低（円） 138 138 137 138 140 143

　（注）　最高、最低株価は大阪証券取引所市場第二部の取引におけるものであります。

 

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平成20年９月30日まで）及び前第２四半期連結累計期間

（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第２四半期連結

会計期間（平成21年７月１日から平成21年９月30日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成21年４月１日から

平成21年９月30日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平

成20年９月30日まで）及び前第２四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表並びに当第２四半期連結会計期間（平成21年７月１日から平成21年９月30日まで）及び当第２四半

期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責

任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,229 2,563

受取手形及び売掛金 890 935

未収消費税等 － 57

有価証券 400 －

販売土地及び建物 102 152

商品及び製品 23 24

仕掛品 7 0

原材料及び貯蔵品 49 52

前払費用 40 43

繰延税金資産 18 15

その他 85 64

貸倒引当金 △19 △19

流動資産合計 2,828 3,890

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※1
 8,375

※1
 8,372

機械装置及び運搬具（純額） ※1
 1,010

※1
 1,102

土地 2,377 2,372

建設仮勘定 42 92

その他（純額） ※1
 334

※1
 351

有形固定資産合計 12,140 12,291

無形固定資産 94 101

投資その他の資産

投資有価証券 534 461

その他 303 306

貸倒引当金 △0 △2

投資その他の資産合計 838 765

固定資産合計 13,072 13,158

繰延資産

社債発行費 8 10

繰延資産合計 8 10

資産合計 15,909 17,058
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（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 46 47

短期借入金 4,430 4,574

1年内償還予定の社債 692 1,474

未払金 364 691

未払法人税等 87 133

未払消費税等 83 55

賞与引当金 251 238

その他 452 444

流動負債合計 6,408 7,660

固定負債

社債 375 903

長期借入金 3,822 3,560

長期未払金 804 837

繰延税金負債 228 198

退職給付引当金 307 309

役員退職慰労引当金 75 99

その他 279 292

固定負債合計 5,892 6,201

負債合計 12,301 13,862

純資産の部

株主資本

資本金 1,000 1,000

資本剰余金 270 270

利益剰余金 1,761 1,444

自己株式 △7 △7

株主資本合計 3,024 2,707

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 29 △22

評価・換算差額等合計 29 △22

少数株主持分 555 510

純資産合計 3,608 3,196

負債純資産合計 15,909 17,058
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

営業収益 6,235 5,887

営業費

運輸業等営業費及び売上原価 ※2
 5,752

※2
 5,330

販売費及び一般管理費 ※1, ※2
 63

※1, ※2
 55

営業利益 418 500

営業外収益

受取利息 0 0

受取配当金 4 2

負ののれん償却額 4 0

受託工事事務費戻入 10 0

受取賃貸料 0 0

受取保険料 1 0

雑収入 24 30

営業外収益合計 45 34

営業外費用

支払利息 95 81

社債発行費償却 0 1

雑支出 5 11

営業外費用合計 102 94

経常利益 361 440

特別利益

工事負担金等受入額 196 20

固定資産売却益 － 3

補助金 6 11

特別利益合計 203 35

特別損失

固定資産圧縮損 10 20

投資有価証券評価損 198 －

特別損失合計 208 20

税金等調整前四半期純利益 356 455

法人税、住民税及び事業税 77 84

法人税等調整額 111 5

法人税等合計 189 89

少数株主利益 32 49

四半期純利益 134 316
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【第２四半期連結会計期間】
（単位：百万円）

前第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日
　至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成21年７月１日
　至　平成21年９月30日)

営業収益 3,246 2,973

営業費

運輸業等営業費及び売上原価 ※2
 3,016

※2
 2,686

販売費及び一般管理費 ※1, ※2
 27

※1, ※2
 27

営業利益 201 259

営業外収益

受取利息 0 0

受取配当金 0 0

負ののれん償却額 3 －

受託工事事務費戻入 10 －

受取賃貸料 0 0

受取保険料 1 0

雑収入 15 16

営業外収益合計 32 16

営業外費用

支払利息 48 39

社債発行費償却 0 0

雑支出 3 6

営業外費用合計 52 46

経常利益 180 230

特別利益

工事負担金等受入額 196 －

特別利益合計 196 －

特別損失

固定資産圧縮損 10 －

投資有価証券評価損 193 －

特別損失合計 203 －

税金等調整前四半期純利益 173 230

法人税、住民税及び事業税 72 78

法人税等調整額 76 △2

法人税等合計 148 76

少数株主利益 5 27

四半期純利益 18 126
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 356 455

減価償却費 465 418

工事負担金等受入額 △196 △20

負ののれん償却額 △4 △0

賞与引当金の増減額（△は減少） 7 12

退職給付引当金の増減額（△は減少） △3 △2

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 11 △23

貸倒引当金の増減額（△は減少） 1 △3

受取利息及び受取配当金 △4 △3

支払利息 95 81

投資有価証券評価損益（△は益） 198 －

固定資産売却損益（△は益） － △3

固定資産のための補助金 △6 △11

固定資産圧縮損 10 20

売上債権の増減額（△は増加） △53 19

未収消費税等の増減額（△は増加） － 57

たな卸資産の増減額（△は増加） △13 50

前払費用の増減額（△は増加） 8 2

仕入債務の増減額（△は減少） △36 △0

未払金の増減額（△は減少） △28 △154

未払費用の増減額（△は減少） △22 1

未払消費税等の増減額（△は減少） 4 28

その他 △31 29

小計 755 952

利息及び配当金の受取額 4 3

利息の支払額 △94 △82

法人税等の支払額 △20 △129

営業活動によるキャッシュ・フロー 645 744

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △18 △10

定期預金の払戻による収入 18 9

投資有価証券の取得による支出 △10 △0

投資有価証券の売却による収入 － 0

有形固定資産の取得による支出 △602 △453

有形固定資産の売却による収入 7 4

無形固定資産の取得による支出 △4 △0

工事負担金等受入による収入 410 20

固定資産のための補助金収入 46 35

その他 △1 0

投資活動によるキャッシュ・フロー △155 △394
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △180 △65

長期借入れによる収入 510 1,100

長期借入金の返済による支出 △1,083 △916

社債の発行による収入 488 －

社債の償還による支出 △261 △1,311

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △35 △87

自己株式の取得による支出 △1 △0

少数株主への配当金の支払額 △6 △4

財務活動によるキャッシュ・フロー △569 △1,285

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △79 △935

現金及び現金同等物の期首残高 1,744 2,531

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 1,665

※1
 1,595
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

会計処理基準に関する事項の変更 （1）有形固定資産の減価償却方法の変更

　 　従来、一部の連結子会社において、有形固定資産の減価償却方法について

定率法を採用しておりましたが、第１四半期連結会計期間より定額法に変

更しました。

　　 この変更は、当連結会計年度における事業環境の見通しに基づき当社グ

ループの設備投資方針の見直しを行った結果、大型化する設備投資による

投資効果が長期安定的に見込まれることから、その平準化を図り、収益と

費用のより合理的な対応を図るために実施したものであります。

　   この変更に伴い、従来と同一の方法によった場合と比較し、減価償却費は

61百万円減少し、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益はそ

れぞれ同額増加しております。

　 　なお、セングメント情報に与える影響は、（セグメント情報）「事業の種

類別セグメント情報」に記載しております。　

（2）工事契約に関する会計基準等の適用

　　 第１四半期連結会計期間より、一部の連結子会社において、「工事契約に

関する会計基準」（企業会計基準第15号 平成19年12月27日）及び「工事

契約に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第18号 平成

19年12月27日）を適用し、第１四半期連結会計期間に着手した工事契約か

ら、当第２四半期連結会計期間末までの進捗部分について成果の確実性が

認められる工事については工事進行基準（工事の進捗率の見積りは主に

原価比例法）を、その他の工事については工事完成基準を適用していま

す。

　   この変更に伴う損益への影響はありません。

　

【簡便な会計処理】

当第２四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年９月30日）

　    該当事項はありません。

 

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　当第２四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年９月30日）

　　　該当事項はありません。

　

【追加情報】

　　　該当事項はありません。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第２四半期連結会計期間末
（平成21年９月30日）

前連結会計年度末
（平成21年３月31日）

※１　有形固定資産から直接控除した減価償却累計額は、

13,726百万円であります。

※１　有形固定資産から直接控除した減価償却累計額は、

13,365百万円であります。

　

（四半期連結損益計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

※１　「販売費及び一般管理費」は、不動産分譲業及び物販

業に係るものであり、その主な内訳は次のとおりであ

ります。

※１　「販売費及び一般管理費」は、不動産分譲業及び物販

業に係るものであり、その主な内訳は次のとおりであ

ります。

人件費 44百万円 人件費 40百万円

※２　営業費のうち引当金繰入額 ※２　営業費のうち引当金繰入額

賞与引当金繰入額 242百万円

退職給付費用 52百万円

役員退職慰労引当金繰入額 10百万円

賞与引当金繰入額 251百万円

退職給付費用 53百万円

役員退職慰労引当金繰入額 11百万円

前第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

※１　「販売費及び一般管理費」は、不動産分譲業及び物販

業に係るものであり、その主な内訳は次のとおりであ

ります。

※１　「販売費及び一般管理費」は、不動産分譲業及び物販

業に係るものであり、その主な内訳は次のとおりであ

ります。

人件費 21百万円 人件費 20百万円

※２　営業費のうち引当金繰入額 ※２　営業費のうち引当金繰入額

賞与引当金繰入額 154百万円

退職給付費用 33百万円

役員退職慰労引当金繰入額 5百万円

賞与引当金繰入額 165百万円

退職給付費用 30百万円

役員退職慰労引当金繰入額 6百万円

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期末連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係 

 　（平成20年９月30日現在）

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期末連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係 

 　（平成21年９月30日現在）

現金及び預金勘定 1,408百万円

有価証券勘定に含まれる譲渡性預金 300百万円

預入期間が３ヵ月を超える定期預金 △43百万円

現金及び現金同等物 1,665百万円

現金及び預金勘定 1,229百万円

有価証券勘定に含まれる譲渡性預金 400百万円

預入期間が３ヵ月を超える定期預金 △33百万円

現金及び現金同等物 1,595百万円
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（株主資本等関係）

　当第２四半期連結会計期間末（平成21年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　

平成21年９月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

　普通株式20,000千株

２．自己株式の種類及び株式数

　普通株式　　53千株

 

（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間（自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日）

 
運輸業
（百万円）

不動産業
（百万円）

レジャー・
サービス業
（百万円）

計
（百万円）

消去又は全社
（百万円）

連結
（百万円）

営業収益 　 　 　 　 　 　

(1）外部顧客に対する営

業収益
2,063 684 498 3,246 － 3,246

(2）セグメント間の内部

営業収益又は振替高
4 125 127 257 (257) －

計 2,067 810 625 3,503 (257) 3,246

営業利益 48 110 37 196 4 201

当第２四半期連結会計期間（自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日）

 
運輸業
（百万円）

不動産業
（百万円）

レジャー・
サービス業
（百万円）

計
（百万円）

消去又は全社
（百万円）

連結
（百万円）

営業収益 　 　 　 　 　 　

(1）外部顧客に対する営

業収益
1,874 493 604 2,973 － 2,973

(2）セグメント間の内部

営業収益又は振替高
9 95 70 175 (175) －

計 1,884 588 675 3,148 (175) 2,973

営業利益 63 105 88 257 2 259
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前第２四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日）

 
運輸業
（百万円）

不動産業
（百万円）

レジャー・
サービス業
（百万円）

計
（百万円）

消去又は全社
（百万円）

連結
（百万円）

営業収益 　 　 　 　 　 　

(1）外部顧客に対する営

業収益
4,119 1,183 931 6,235 － 6,235

(2）セグメント間の内部

営業収益又は振替高
10 223 223 457 (457) －

計 4,130 1,406 1,154 6,692 (457) 6,235

営業利益 166 208 34 409 9 418

当第２四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年９月30日）

 
運輸業
（百万円）

不動産業
（百万円）

レジャー・
サービス業
（百万円）

計
（百万円）

消去又は全社
（百万円）

連結
（百万円）

営業収益 　 　 　 　 　 　

(1）外部顧客に対する営

業収益
3,815 1,052 1,018 5,887 － 5,887

(2）セグメント間の内部

営業収益又は振替高
15 166 128 309 (309) －

計 3,830 1,218 1,147 6,196 (309) 5,887

営業利益 206 219 66 492 7 500

　（注）１．事業区分の方法

日本標準産業分類をベースに、経営の多角化の実態が具体的かつ適切に開示できるよう、事業を区分してお

ります。

２．各事業の主要な事業内容

運輸業………………………鉄軌道事業、バス事業、タクシー事業を行っております。

不動産業……………………不動産賃貸業、不動産分譲業等を行っております。

レジャー・サービス業……ホテル業・水族館業、飲食業、物販業・自動車整備業、旅行業・広告代理店業等を

行っております。

３．会計処理の変更（当第２四半期連結累計期間）

　  「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載のとおり、従来、一部の連結子会

社において、有形固定資産の減価償却方法について定率法を採用しておりましたが、第１四半期連結会計期

間より定額法に変更しました。この変更に伴い、従来と同一の方法によった場合と比較して、当第２四半期累

計期間の営業利益は、「不動産業」が50百万円、「レジャー・サービス業」が10百万円それぞれ増加してお

ります。　
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【所在地別セグメント情報】

　前第２四半期連結会計期間（自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日）及び当第２四半期連結会計期間

（自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日）並びに前第２四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　

平成20年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年９月30日）において、

本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため該当事項はありません。

 

【海外売上高】

　前第２四半期連結会計期間（自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日）及び当第２四半期連結会計期間

（自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日）並びに前第２四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　

平成20年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年９月30日）において、

海外売上高がないため該当事項はありません。
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（有価証券関係）

　　有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動はありませ

ん。

 

（デリバティブ取引関係）

　当第２四半期連結会計期間末（平成21年９月30日）

　当社グループのデリバティブ取引は、全てヘッジ会計が適用されているため、記載しておりません。

 

（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第２四半期連結会計期間末
（平成21年９月30日）

前連結会計年度末
（平成21年３月31日）

１株当たり純資産額 153.07円 １株当たり純資産額 134.61円

２．１株当たり四半期純利益金額等

前第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 6.75円 １株当たり四半期純利益金額 15.88円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 　 　

四半期純利益（百万円） 134 316

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益（百万円） 134 316

期中平均株式数（千株） 19,963 19,947

前第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 0.95円 １株当たり四半期純利益金額 6.36円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 　 　

四半期純利益（百万円） 18 126

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益（百万円） 18 126

期中平均株式数（千株） 19,961 19,946

　

EDINET提出書類

京福電気鉄道株式会社(E04108)

四半期報告書

24/28



（重要な後発事象）

　　　　該当事項はありません。

 

（リース取引関係）

  リース取引開始日が適用初年度開始前の所有権移転外ファイナンス・リース取引については、通常の賃貸借取引

に係る方法に準じて処理を行っておりますが、当第２四半期連結累計期間におけるリース取引残高は前連結会計年

度末に比べて著しい変動はありません。　　　　　　　

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成20年11月13日

京福電気鉄道株式会社

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 西野　秀一　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 坂井　俊介　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 増田　豊　　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている京福電気鉄道株式会社

の平成20年4月1日から平成21年3月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成20年7月1日から平成20年9月

30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成20年4月1日から平成20年9月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわ

ち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを

行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対

する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、京福電気鉄道株式会社及び連結子会社の平成20年9月30日現在の財政状

態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期

間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ

た。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年11月13日

京福電気鉄道株式会社

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 坂井　俊介　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 増田　豊　　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている京福電気鉄道株式会

社の平成21年４月１日から平成22年３月３１日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成21年７月１日から平

成21年９月３０日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年９月３０日まで）に係る四半期連

結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について

四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期

連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、京福電気鉄道株式会社及び連結子会社の平成21年９月３０日現在の財政

状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計

期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項が、すべての重要な点において認められな

かった。

　

追記情報

　「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載されているとおり、従来、一部の連結子会　社

において、有形固定資産の減価償却方法について定率法を採用していたが、当第１四半期連結会計期間より定額法に変更し

ている。

　　　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。

EDINET提出書類

京福電気鉄道株式会社(E04108)

四半期報告書

28/28


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容
	３関係会社の状況
	４従業員の状況

	第２事業の状況
	１生産、受注及び販売の状況
	２事業等のリスク
	３経営上の重要な契約等
	４財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

	第３設備の状況
	第４提出会社の状況
	１株式等の状況
	（１）株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	（２）新株予約権等の状況
	（３）ライツプランの内容
	（４）発行済株式総数、資本金等の推移
	（５）大株主の状況
	（６）議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２株価の推移
	当該四半期累計期間における月別最高・最低株価

	３役員の状況

	第５経理の状況
	１四半期連結財務諸表
	（１）四半期連結貸借対照表
	（２）四半期連結損益計算書
	第２四半期連結累計期間
	第２四半期連結会計期間

	（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書
	四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更
	簡便な会計処理
	四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理
	追加情報
	注記事項
	事業の種類別セグメント情報
	所在地別セグメント情報
	海外売上高


	２その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

